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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月13日(2021.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の四肢上の基底細胞癌を処置する方法に使用するための、１０％～２０％の５－ア
ミノレブリン酸ＨＣｌを含む局所組成物であって、
該方法は、
患者の四肢上の処置領域を加熱し；
前記局所組成物を、加熱された処置領域に適用し；そして、
局所組成物が塗布された処置領域に、５Ｊ／ｃｍ2から５０Ｊ／ｃｍ2の用量の光を投与す
る、ことを含む、前記局所組成物。
【請求項２】
　局所組成物が、１０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項１に記載の局所組
成物。
【請求項３】
　局所組成物が、２０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項１に記載の局所組
成物。
【請求項４】
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　光が、青色光である、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項５】
　光が、４１０ｎｍの青色光である、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項６】
　光が、３８０ｎｍと５００ｎｍの間の青色光である、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項７】
　光が、ＬＥＤ光源により投与される、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項８】
　光が、約３２０ｎｍと約７８０ｎｍの間の複数の波長を含む、請求項１に記載の局所組
成物。
【請求項９】
　複数の波長が、６３０ｎｍと６４０ｎｍの間の波長を含む、請求項８に記載の局所組成
物。
【請求項１０】
　光が、５～６０分投与される、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項１１】
　処置領域が、結節性基底細胞癌を含む、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項１２】
　光の用量が約１０Ｊ／ｃｍ2である、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項１３】
　光の用量が約３７Ｊ／ｃｍ2である、請求項１に記載の局所組成物。
【請求項１４】
　光が、局所組成物を適用後、１分と４時間の間で投与される、請求項１に記載の局所組
成物。
【請求項１５】
　患者の頭皮上の基底細胞癌を処置する方法に使用するための、１０％～２０％の５－ア
ミノレブリン酸ＨＣｌを含む局所組成物であって、
該方法は、
患者の頭皮上の処置領域を加熱し；
前記局所組成物を、加熱された処置領域に適用し；そして、
局所組成物が塗布された処置領域に、５Ｊ／ｃｍ2から５０Ｊ／ｃｍ2の用量の光を投与す
る、ことを含む、前記局所組成物。
【請求項１６】
　局所組成物が、１０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項１５に記載の局所
組成物。
【請求項１７】
　局所組成物が、２０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項１５に記載の局所
組成物。
【請求項１８】
　光が、青色光である、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項１９】
　光が、４１０ｎｍの青色光である、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２０】
　光が、３８０ｎｍと５００ｎｍの間の青色光である、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２１】
　光が、約３２０ｎｍと約７８０ｎｍの間の複数の波長を含む、請求項１５に記載の局所
組成物。
【請求項２２】
　複数の波長が、６３０ｎｍと６４０ｎｍの間の波長を含む、請求項２１に記載の局所組
成物。
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【請求項２３】
　光が、ＬＥＤ光源により投与される、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２４】
　光が、５～６０分投与される、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２５】
　処置領域が、湿潤性基底細胞癌を含む、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２６】
光が、局所組成物を適用後、１分と４時間の間で投与される、請求項１５に記載の局所組
成物。
【請求項２７】
　光の用量が約１０Ｊ／ｃｍ2である、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２８】
　光の用量が約３７Ｊ／ｃｍ2である、請求項１５に記載の局所組成物。
【請求項２９】
　患者の扁平上皮癌を処置する方法に使用するための、１０％～２０％の５－アミノレブ
リン酸ＨＣｌを含む局所組成物であって、
該方法は、
患者の処置領域を加熱し；
前記組成物を、加熱された処置領域に適用し；そして、
局所組成物が塗布された処置領域に、５Ｊ／ｃｍ2から５０Ｊ／ｃｍ2の用量の光を投与す
る、ことを含む、前記局所組成物。
【請求項３０】
　局所組成物が、１０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項２９に記載の局所
組成物。
【請求項３１】
　局所組成物が、２０％の５－アミノレブリン酸ＨＣｌを含む、請求項２９に記載の局所
組成物。
【請求項３２】
　光が、青色光である、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項３３】
　光が、４１０ｎｍの青色光である、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項３４】
　光が、３８０ｎｍと５００ｎｍの間の青色光である、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項３５】
　光が、約３２０ｎｍと約７８０ｎｍの間の複数の波長を含む、請求項２９に記載の局所
組成物。
【請求項３６】
　複数の波長が、６３０ｎｍと６４０ｎｍの間の波長を含む、請求項３５に記載の局所組
成物。
【請求項３７】
　光が、ＬＥＤ光源により投与される、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項３８】
　光が、５～６０分投与される、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項３９】
光が、局所組成物を適用後、１分と４時間の間で投与される、請求項２９に記載の局所組
成物。
【請求項４０】
　光の用量が約１０Ｊ／ｃｍ2である、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項４１】
　光の用量が約３７Ｊ／ｃｍ2である、請求項２９に記載の局所組成物。
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【請求項４２】
　処置領域が患者の四肢を含む、請求項２９に記載の局所組成物。
【請求項４３】
　処置領域が患者の足を含む、請求項２９に記載の局所組成物。
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